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子宮頸癌の予後に関する研究（第2編）
特に手術摘出標本と剖検例との比較検討について
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Studies on the Prognosis of the Uterine Cervical Cancer 

(Part 2) Especially upon the Comparison of Operative 
Specimens and Autopsicd Findings 
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　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　囲に．照射するかというi閥題が残るであろう1／、捗拠曾盤

　　　　　　　　第1輩緒　雷　　　　　　　　II納に癌v）残存力認められなし、，1のに照射を行い，却

　著者は第1編に於て干窩頸癌削検例｝こつき統計的観　　　つて尿路系病変の．lu　l三等セ高めたと思われるllll例も少

賊働と典｛嗣醗癌の董贈燃及び燃1の究購　萎炸欄准嬬れ臨従つ・輌蹴二あつて鵬の粥1
から，頸癌の予後を尚「iド良にL．ている囚子は何かとい　　　i泣な何等かの乎段で・捲気劉9t〈iit・ぽ，後照射に於ける

う点につき検捌Ib．加鳥再発癌の初汲，　ll鯨に対するlt　　照身1’部億の決定も行い易く，　follow　upに際して4，

期診断法の開発，罎路示合併1貫1ξに対する対策等が，今　　　重＾：ミ的な険恥ウミ行な党，桐発ゴ‘｛、位の刷鯛発見も容易で

後の頸癌？it療成績向上を計ゐ為の重要開∫とオ賦｝見解　　　はなかろうかと考丸られる。

を述べた。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　斯様な葱味で亀子筥難1癌手術摘出標本並びにその剖

　即ち浜術或いは放射線媛斐法にせよ規建治療を終了L　　極例に対し，これを同時に比較検；3・tを行う11i：は極めて

た後，今後如何な塔部隙菅こ攻11何なゐ姿でllヨ発して来る　　必要と考えゐが，この関係を論じた報戴骨飢殆んど見巌

かの問題に関し，現在はfollow　uP‘二1：星の三Eとして臨　　　らない。

床所見よりこれを決矩する方法U外には特に7引ぐれた　　　　・一一・方，響術摘出標本に暮沈いては幾多の詳細な報告が

診断法はない。然し藷者の検討では臨床的再聯獅1は　　　あり，特に骨盤内リンパf鞘，勢結禽織，騰壁，体部，

かなり適確であるが，・観し手1抜蹴慨に金翔蝋延　附嘱器等への癌蔓麺蜘・は癌組榔欝につい・Ct予後

する手遅れの状態であるの力斗1駄で，予後は極めて｝謬　との関働輪ぜられて楽た。然しこれ等予f姻子梱互

い。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　間の関係或いは総括的な予後との1［11係に就いての報告

　この愚脈から乎術側の倒瘤鯛に於けるf眺癌の実　xr．，その窺要性にもかかわら・撮近叢余りみられなか

態を検討した結果，（d）骨盤腔内に癌が残存するか，　　　つた。近年術後分類の問題が取り上げられ，各方面で

⑭又は手術的範囲な越えた骨盤外將に馨大動豚リソ　　その検討が行われ，轍蜜でも子窩繊癌の覆延様式⑧⑨

バ節を中心に転移している2系統に別けられ，これ等　　　に関連した独自の術俵分類法⑩⑳を確立し，それの予

の部位を基燃として癌が再燃し遼隔陳移を起すことが　　　後との一致率が高いことが証明されているが，吟測薯

判つた。一方骨盤腔内に於ける癌の醇燃を中心とした　　　：者は二れを割換例1・．．於け為乎術摘出螺本に用いて，手

病変が，尿路剰嬢の制三頻度を岡め，闘菱ダ晒に1も　術漂本と剖検所兜の両藩の関係に対し詳細な比較検

：たきく関与していることも事i爽で，特に毒術的侵襲が　　　討を試みた結果，多少の知見を得たので以下その成綴

その発生顕度を高めている傾向が認められた。　　　　　　につき報告する。

　斯様な夷態下にあつて，手術終了時勝に進行癌であ

る場合は術後照射として，…豊に骨盤腔内を「1コ心に放鮒　　　　　　　第2寧　教室に於ける術後分類

線療法を行うが，再発部泣が骨盤内か或いは勢大動豚　　　　子宮頸癌の予後を何らかの手段によつて治療薗域い

リンパ節を中心とした部偉かの推矩が難しく，どの範　　　は治療踵副と楚し，治療成績の向上術1叡かるという試
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　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　検討を行つてきている。即ち板倉⑧は勢結，，織学こ於け

　　　　　　第5牽　総括並びに考按　　　　　　　　　る癌蔓延部位を検索し，予宮側上辺蔀に’麺の多い

　従来子寓頸癌の予後に関’3』る研究は，各方而から行　　　事，勢結舎織’憂延と‘嗣盤リソパ節転移，り鈴合織内リ

われ，特に乎術摘出標本については幾多の業績がみら　　　ソバ節の態度等から骨盤リンパ節転移の主要経路は

れており，又剖検例についても主として統計的な倹　　子宮動豚の，ヒ行と関係がある小：一”1謂子宮門（Hih且s

討が試みられている。しかし両者の相互間のiy，］係につ　　　uteri儲井：1）はここに当署、一を述べ，〕廻に嫁本⑳は

いての研究は何故か殆んどなされていない現状であ　　　労結合織，｝i呂盤，体部浸潤，原発巣の状態，骨盤リン

る。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　パ節転移，組織学的性格などと予後の闘係を調べ，各

　著春は第】編に於いて子宮頸癌剖倹例の1寅討を行　　　々の予後閃子に対し央々点数を伊え，又組織学的再分

い，頸癌治療成績向上の為の重要因予としで11手発癌の　　　類る行い漁行級（Class）を決める．，A：によつて第1，

初発部位に対する早期診断法の開発，尿路系合併症に　　　2炎の如き術後分類を楼案し，その予後との一・致率の

対する対策等を挙げた。特に乎術例の剖検例よりみた　　　高い事を示した。

再発癌の実態から骨盤1勾に残存し再発する型，乎術限　　　　今剛著者は当教蜜でf”術療法を行った後，剖倹され

界を超えて労大動豚リンパ節を中心に転移を起す型の　　　た子宮頸癌患者15例iZCついて，摘出標本の詳副な倹粥

2つのタイブが存在す為如く考えられた。若し摘ほ牒　　　即ち術後分類を行い，これと剖検所見な岡時をこ∫1較検

本からこれらの型が推定出来れば，その後の治療に際　　　罰したo

しても更に有利なことである、，かかる点から黍術摘出　　　舜写6表はこれらを一括炎示したものである。

標本と剖検所見とを同il－li，　tc比較する事が是非とも必要　　　　1固々の症例での比較検討虞績は前述した如くである

である罫を痛感した。　　　　　　　　　　　　　　　　　が，この15例brL癌覆延様式，再発等に関連して次q）如

　一方子岱頸癌の訴術1商出標本の検索より，その予後　　　く分類出来るo即ち，

を推定せんとの試みは、骨盤リンパ節，子富体部，縢　　　　　A）治療奏効群

壁，労結合織等の浸潤転移など種々の力面から検討さ　　　　本群に属する症例は剖検によって如何なる部位にも

れてきたqしかし個々の症例についてこれらを一括し　　全く癌組織が証明されないか，或いは骨織腔内のみに

て観察し，その予後との関連性を追求する銀は従来殆　　　存在し他の部位に癌が全く証明されない例で，丁術摘

んど行われていない。　　　　　　　　　　　　　　　　出1票本及び剖検所口事から手術がほぼ完全にf渦つれた

　］952年Meigs＆Branschwig⑭がhistological　　か，或いは一部手術的に残存力～考えられても術後照射

classificationを提案，術後の摘出標本の組織学的　　　或いは化学療法により殆んど癌組織は死滅され得ると

検索及び再分類の必要惚を述べ，1955年Meigs＆　　　考えられる労L；例である。従つて死因は癌以外のもので

Liu⑮は250例の摘出標本によって検討し，彼らの提　　　ある。かかる例では術後讐理をより十分に行い，合併

案した分類法がよく予後と一致する事を示し，その後　　　IIに対し適切な予防及び処雌を行う斗i：により永久治癒

Brunschwig＆Daniel③，　Riva　et　a1⑭も同様の組　　　例となりうる症例とも考えられる。

織分類の必要性を報告している。日本産科婦人科学会　　　　本群を更に2群に分つ。即ち，

子嘗癌委貫会⑳でも1960年「子宮頸癌術後分類につい　　　　　1）　完全摘出群

て」という会告を発表したが，これはMeigsらの　　　　本群に属するものは症例2及び3の2例である。即

histological　classificationに近いもので，骨盤壁，　　ちこれらは苧術操作等により癌を完全に消減し得たも

膀胱，尿管，直腸，小骨盤外等への癌蔓延の有無を組　　　ので，隙発巣は比較的小さく限局性で，騰壁，体部へ

織学的に判定した後に分類を行う様に規定されてお　　　の浸潤は勿論，勢結合織への進展もなく，骨盤内リン

り，実際上の応用には不適当な点が少なくなく，橋　　　パ節転移もみられない。術後分類は症例2ではC7

本⑥，竹内⑳も症例の殆んどが1，2級に偏在する傾　　　Bo　Po　Lo嵩7点→1級で，症例3ほC4　Bo　Po　Lo：“．　；L

向のある罫を指摘している。その後各方面で術後分類　　点→1級である。共に死礪は感染症による非癌死例で

に対する検討が進められ，ll　963年第3回婦入科癌懇談　　　ある。教室の塚本⑳にょる92例の術後分類でも9点以

会（千葉）に於いてこの問題が詞論され，神戸大案・　　　下は治癒率96．5％で，5点以下は100％，又1級の治

岡山大案①及び信州大案⑳が提案された。又長崎大の　　　癒率は97．2％であり，剖険例からも逆にこの術後分類

迎⑳も同様の術後分類を行つて，採点法を用いその点　　　の予後推定上優れている事乞，鮒・ける結果を得た。か

数と予後との関連性の深い事を報告している。　　　　　かる点からみて術後管理を厳煎に行えば永久治癒例ζ

灘では従来より子麟癌磯矧栄式について櫛　 な粥た症例である？
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　　2）　骨盤腔内にのみ癌の証明され，逮隔部　　　　　　ゐ。即ち何れも准行癌であるカミ骨盤膝に癌カミ金く証明

　　　骨盤外転移の認められない縣　　　　　　　　　　されない事は術優照射によりivl滅したと考えられ為一

　本了llに属するものは疲例1及び9の2例である。即　　　方，　routineのリソパ節廓溝範四を乎1’1、i時既に越えて

も本群では1≒ll検時癌（IIL骨盤内のみに限島」されており，　　　転移Lていたものと解釈することも可能であろう。

勢大動豚節は勿論遠隔転移もみられない症例である。　　　各症例についてみると，漉例4は術後分類はC6B3

筆三術摘出標1江を左爽討すると症例1ではリンパ節転移　　　P4　L乏ド21点一ヶ3級で化膿・tt－ki］S．i膜炎による死亡イ列1であ

佑下腹節）を認め，原発聾急の：准臨渡で特に体）rcc“　るが，剖倹所兇では1身、鋤庶対Lて｝瀧分の処ii！，’i．の行

は漿膜にまで達し，骨ll醐空内直：接播種或いは取り残し　　われている一一一方，勢火動1泳鱒【移ヵミあり，奥に4，し合

が考えられる⑪術後分類はC7BGP4L6・＝23点→3級　　　f井症がなく長期生存していれば将来再燃すゐ可能性を

と械めて高い。症例9は乎術時骨盤内IJンパ節転移は　　　示1ぱている。症例8にC8　Bo　Po　LG瓢14点→3級で比

認められないが，撫il脇鵬繍に捌難ミ移葡li明してい　　較白り」衡i数は低く，嚇、訂1舗蝦潤もみないで骨盤内

る。術後分類から勧・され融1く比較繊・，渡進行例で　　1）ンバ1｛酬桝鎌たしているが，本f刎で1溺溌厳の癌

瞥に下方C燦膿）進展の傾r指ユが強く｝践’確では断蝟，｝部の　　　組織像が未分化熈であり，脅盤内リソパ節転移と殆ん

転移形成の他，rf／jii壁外膜にまで達1ており，術後分類　　　ど同li榊こ既に労：ノ肋豚節にlil移していたというリンパ

ばC3　B8　P4　Lo　コ5点…ン3級である。死關は症例1は　　　節iV．1移性絡の強い，いわば生物栄rr勺悪性腰　の燭い例と

糞癒よりの感染及び骨盤内癌組織による膿管狭鐸ゼ！iの　　　噛杉気ら：li，劣火動Ill，リンパ節寮中心（feCtus）として璽

尿毒症であり、症例9は骨盤i死1膨楚に，匙1因；岬るifi’P断端　　　｝こilili，肝等へ転移な，F！し九と　・’えら；｝と，ゐゆ症例13ほ7

部附近の膿捌1二痢｛を痕性｝・朔：組織1こ」：る尿管の日三fil／！性水　　　｛ド以．1：と、、・う∫…期［．宥例で～1考，るが5年目願Virchow

腫に感染を合併したものである。かか　鯛で¢乳手術的　　　転移な発、1担一摘m，その筏も2麗頸“御，ソバ節糠瓦寮

に癌はなお一部の残存が考えられゐが，遡切欺術姥照　　　摘lllしたが，遂に肺臓移靴楽驚1ブ1：ものである。術

射を行う事により治癒の可能縢を持っている症例であ　　　後分類はCf，　B3　Pd　L、1　：16／1孟・ウ3級で，訓寅時に勢肉

る。この群の癒例はいずれも准行癌で、り，もつと堅　　　鋤豚リソパ節に転銘がrf：在し汰拝から，手術時既にこ

い時期にf”’術ナる機《な1｛｝ねば，予後に婿して理想llり　　　t：　IL：癌が漕窪しており，，7．；｝1が’・然瀟動性な：｝・Sぴて

な結果が得られたで～妬ろう。然し斯様なゴ1鮭行癌でも術　　　Virchow節などへ転移なくりか乗、したものと思われ

式の略全　施に勿論術f｛毛管理の充分な実行により，苧　　　る。症例14は臨床進行期正期で≧坊るが術後分類はC5

後に対し．てよりよい結果をもたらし，我々を．蕩気バけ　　　正煽P6　LM篇鋭点ゆ4級と最も点数が醐く附属器1隊移

るであろう。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　なみる稀な症例である。炉術時1｛班にダグラス簡に漫潤

　　　B）治療卵葵効群　　　　　　　　　　　　　　　　　を認めている事と，摘出標本から当然体部漿膜に破れ

　本群は子術時既に癌が1E規の摘鵬範IJIIを越えて進展　　　で轡盤腔内に浸潤したと考えられるが。音1」検時には轡

していたと労えられるもので，澗強では理在の・…般F内　　　盤腔内に癌組織を1認～1・i）ていない。これは術優照射の効

な顯癌泊療i法で効果が期待しえない遠覇部位へ4）麗延　　　黒が11卜分あつたものcl考此曖，れる。しかし手術時欝盤

を認める例である。従つて死悶としては癌死が1．体で　　　1ノヨリンパ節舐：移を1，忍め，剖検時に4嚇た勤1泳節職、移の

あり，又非癌死例にあつても翼に生存i、えたなら当然　　　春在する］1：から，この労大鋤豚節に手律∫蒔既に転移が

将来は癌死を遂げるであろうと考えられるものであ　　　あり，これから肺への隊移も起したと考えられる。

る。本群に属するものでは勢火動豚リンパ節なもttiめ　　　　本群では以上の如く進行犀1｝度で特にリンパ節転移が

た超広汎性全摘術劇燃峯除臓術広汎な術後員・1謝1更　　存在し，原発蜘こ対’1．ても取残tが充分考え嚇しる例

には化学療法にわずか1・1：治癒への希鶉を残すものと考　であ署，が，音鹸で1翻盤1隙こ磁暢ない。この1鯨現，

えられる。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　’　宅iの治療法からみて少なくとも骨盤内に於ける処鷺は

　本1洋は手術摘｝：R標1糞及び割検所見から2つの型が響　　　完全であつたと∫営えるが，rOutineのリソバ㌶i廓津蜜範

えられ勲。即ち，　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　闘外の勢大動豚櫛に1｛広移で存在していて、これから上

　　1）　骨盤腔に癌を全く証明せず，骨盤腔以外　　　　　方（頸方）へと難延しブこと考えられる。この隙：因につ

　　　の部位に遠隔転移を証明する群　　　　　いて…ウ馳ら泌勲瀟例4及びM澗描照射例で
　疲例4，8．　13及び14の4例である。何れ魂，」・術時　　　ある黒であも｝，これについては襖述する。

骨盤内リンパ節転移を認めたが，剖検時には’腎盤腔円　　　　i群の如き倒でほ術後照射にi禦；1して照射法に困難な

は癌紐織は金く証｝サ1されないCJ然し何れも鱒た動豚リ　　点はもろうが，勝た動豚節も照｝；・］野に倉壼；｝1熱様にす

ンパ簡転移力靖窪しているという共通Lた物徴があ　　　べぎでないかと考える。それと共に治療藤じ）定期診察
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＿＿＿＿
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腎置腎炎
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え懸金摘1±1
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雛鵬防鰯内
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：斗ミ分化型
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リソパ節廓湾不十分
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に於いて内診上異常なくして再発の考えられるもので　　行くと共に，原発巣後而浸1閑は特に高度で骨盤腔内に

は，ts大動豚節附近や遠隔転移をこ注意する必要があ　破れたものとも叡られるが更に撫1聞1リンパ隙

る。　　　　　　　　　　　　内浸澗鮎みられる調繍’蛾存…1’1鰍淋撒い
　　2）　骨盤腔組織を基点として癌が全身に　　　　　　　’鮫も治療困難な例と考えられモ｝16

　　　転移する群　　　　　　　　　　　　　　　　症例15は墾術時・骨盤内1）二・パ節の・部が摘出出肱：

症例5，6，7，ユ0，1：い2及び15の7例。，iEl・盤1ノ，」・・vソ　かt’・たもので，剖4嫡：・　O・1：そ’｝・」；り・・1・方，　V1「cli°w

・・負臨雛性の2例雄むが，房〔獄に於ける網1位　1崩煽三るまでのv　：rパll傑転移な認め一，ン櫛1噛

への雛度が高く，既に1削鵬体の所見のみ’e酬歩・　不卜分ぬ：v・幽で‘駄が，琳∫時既に囎澱三lwトに繊

膀胱等への憂延も考えられるものである。　　　　　　　　移の存伍㍍1膨慮されるも）である。

　症例5ではC5B｛lPoLo・：’　14，i“i，　s－＋　3　wwで比較的進行　　　　以上〔1）如く本群では　．般1こ阿魔if爵ゴ癌・・（：；．：ノIT

癌であり，特に勢岳　＞1織では呼央【1まで浸潤をみゐカx　　織，体部漿膜のfLII原発撒で前面や後画に1〔｝1‘｝1庶、！い捗庶

1－lilus　uむeriへの麗延傾向は少ソ；にく，従つて骨盤内り　　　P）；｝L、る。かかゐ例に対して1よ術彼照射に隙し＾（：骨盤膝

ソバ節転移はないが，特に労紬禽織では神粒周囲リン　　　内窟・【分に照射する必要工1があるが，症例5窟除いてに

パ隙を好んで襲延する傾向をホしている点佐ヒ巨1され　　　いすオいL，十分と思われる林1俊照掛力荊われてオ喝∫1ハこ

る。この嬢延形態’tdhr／・すものについては後述する。本　　　れらは少くとも現在の局1り1療湛1の限界な越えている・1・

例は勢大動豚節転移をri忍めるが，肝松移は骨盤曇猛の癌　　　のと纈えざるを得ない。

残存部から恐らく血fJ：tthに．転移したものと鋭えられ　　　　15例1こ：・っいて以上の如く4僻1こ．分けたが，史に興1｝奉

る。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ある所姑として，

　症例6ではC6　B3　P6L4麟19点一・3級で相当の進行　　　　　イ）原登嫌遮展に際し神経周囲リンパ隙を

癌であり，勢紬食織へも圧迫性に腫瘤を形成しv（疫入　　　　　好んで澱澗する像を灘める例

している。本例では神経周囲リンパ隙をつたわつてい　　　　これ．は3例（撒例5，6及びIU）にみられ，いずれ

く傾同と組織学的に未分化型に属しており，再発は骨　　　もB群21署臆（骨盤際→骨猫外進腫IDに鵬す）、1｝。1エ！il揚先

盤腔内で更に陵腹膜，肺門などリンパ系に．も転移をみ　　　進部に於いてi豊として紳継周聞iリンパ隙に諮ま潤する1象

ている。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　な持つもので，子寓及び瑚辺に分布する紳経かゐ考え

　症例7はC6　B6　P4　Lユo篇26点一・3級で原発巣附近の　　　当然骨盤内鞠発を起す1i∫能性な示している。11！1も骨盤

進展が高度で，既にダグラスi蝿に・破れたものと考えら　　　内臓は自律神繕系と樽癒血神経の党配をうけているが，

れ，再発部位も醤盤腔内でここを中心に進巌したもの　　　前湖は竈に．下腹動肋辞i｝1経叢から釦数の紳経叢な出し

であるが，更に，110、管内侵襲像がll忍められる点，広範な　　　て分布する。この下腹勤豚神織叢は上幽トに分れ上は仙

骨転移はそれによる」血行筏転移であろう。　　　　　　　　　骨の前で網状に，下にi虹として薩腸，膀胱等に沿う都

　症例10はC4　Bo　P4　Lo離δ汽義一ン2級であるが，摘出　　　分にある。脊髄神騒の電なるものは仙営神織叢でこ

標本では原発巣に於いて頸部で前後面に娘れた嘉を掘　　；｝Lは仙骨前面にある⑦。従つて神騒周園リン・隙に腿

定させる所見がみられる。韻実剖検では直腸壁に癌組　　　潤した場命は，これら神総の幾狩に沿つて進むと湾

織を認め，ここにはリンパ管内侵入豫を認める。又勢　　　えられ，本来のリンパ行1生猷移の経路と1、L嫉つて，佃

大動豚節に輯移が存在し，更にリンバ行1tiio＝肺嚇移も　　　骨前面などの惜盤壁に再発するものと考えられゐ。

認めるが，これは手術蒔既に勢大動｝泳節に転移が先行　　　Frieclel1（tPも神経IF闇囲浸潤群では所属1）：、バ節転移が

していたとも考えられるが，一方では直腸雛の得発か　　　上ヒ較的少ない審を述べ，これは糾騒周闘親織せリンパ

ら転移を坐じたものではないかと考えられる。　　　　　管と考えるより，結合織闘隙と考えると，この点埋解

　症例11は術鎚分類Cs　Bo　P4　L・lo　＝＝19L点帥3級で血管　　　出米るといつている。教室では現“．までに約i60偶の

内癌組織侵入像を誌める。原発巣は腔部に限局して頸　　　訂…術摘出標本につき術後分類EW施行してきた淋，神羅

管に侵入ほみない。従つてHilus　uteriへの進展頗向　　　周囲リンパ隙浸潤を認める例は，わずか数例に．しヵ、す

もないが，膣部で極度に欄殖しブこ腫瘤で・特に炭面で　　　ぎず，いずれも骨盤内に再発し・（免亡する共通点は注

は強く漿膜を破つて骨盤脇内に肖発したものと考えら　　　目す一・き翻である。この点かかる症1状では骨盤腔に

れる。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　対する更に強力な放射線療法によって箭蟻、ども’ら得竃，

　症例12にはCoB3P6玩＝・2L点3緻でア後指数の示　　　と考えられる。

す如く高度に進展し，労結合織は中央部まで浸潤して　　　　m）癌組織像

おり，Hilus　uteri→骨盤内リンベ節一・労大動豚節と　　　　癌組織像と予優との関係｛よ従｝にBrodersの分類，
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Martzloffの分類などについて検討されているが・　　　面や前面に強い傾向を示す例では骨盤内再発を起す磐

蒲②，飾1⑬，迎⑳塚本⑳などいずれも櫨嘘　が叛られ，as、el。神欄即。パ隙に灘1払るもの

はみられないとしている。しかし所謂組織学的に悪性　　　は神経分布に一一致して骨盤内に注意力泌要であ70。

と考えられる例も全くないわけではなく，乎術的に原　　　　かXる点から術彼照射やイヒ学療法に際して，術後分

発巣が小さく完金に摘鷹され，再発の恐れがない様に　　　類の操作が大いに参考になると考えられる。

思われるのに，なおかつ再発する例の中には，かかる

生物学的1翻疲の高い例創旨えねばならないと塚本⑳　　　　　　第暉結　論

も指摘しているところである。　　　　　　　　　　　　　（1）　嶺教室に於いて予幅頸癌詫診酌1され広汎燃子

　著者の15例・＋1には症例6，7及び8の3例は他の陸1　齢ltl拙術を受け嬬のの内，“　検し得た15例につぎ

子もあるが、組織学的にも悪挑度の轟いといわれる未　　　剖検所見と乎術摘lil標本とを比較検討し牝Cj

分化型を示し，これらは小癌胞巣は間質と糠こ入り梶　　　　（2）教室にて創案した術微分類法は既に予後との

じる傾向の像があり，原発巣の進展様式からみて予想　　　関係が極めて大である事が示されているが，削険例か

外の音i位へi賦移するという共通点がみられ，これが再　　　らもこれな裏付ける結果な得た。

発と深い関係を有するとも考えられる。症例である廻1　　　（3）　高度准行例では判然としない場ヤはあるが，

様な例の研究も今後の課題であろう。　　　　　　　　　　原発栄に於ける癌遣1展1犬況を精饗6することにょり’11｝：発

　　ハ）術前照射の影響　　　　　　　　　部位1の推電が，あ嗣撒崩旨である琳がわかつた。こ

　1．5例中術前照射を行つた寵例3，4，14及び15の4例　　　のJiは今酸の処置に対して火いに嚢汚となる。

である。照射線1は症例3カミレ線廻1隊4240R，症例　　　　（4）　特llLオ∫：癌進展1渠式としてiことして神縦縄口iiリ

4は叡1のみレ線廻転1170R．症隙4はテt・’　：1　．：　，L一ト　ンパ隙灘聴み騨1酬鰯鱗しているが，カ・かる例

中心廻松1800R　症例C；i；テレ＝バルト中心廻訟3〔｝｛［｛｝R　　　ではRとして’lti’盤内に再発L，これは神経分布とB智i係

である／：　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　があ賂如く蓉えら1れ，る。

　これらに狩有な共油点は，癌細胞にある礁度の放射　　　　（5）　紙織学的1昌盈性度については統計的に｝よ予後と

性変化が認められる一・方，癌組織に．細分化せられてtJ　　　の関係は少ないとされているが，個々の症例を検討・中

yパ響内へ浸潤する痒餉を・f”9’　“a”る11tである。勲こは，　　融組織獅鵬…格洲劇渡とt伺rlt；かの関係劇ゴす7」

なお活動性を有すると，【襯’れる小癌細垣鱗団を認める　如く・駿．させる2，3の例がみられlt・；iしら剛1醗巣

jFや，4例i，1二13例には骨盤内リソパ節の廓満範聞外の　　　よりの進膿に際t，．・予想クトの部位に転移する如き共通

労大動脈リンパ節に賦移の序白三する事から，或いは癌　　　　点がみられた。

細胞をより」：位にと追い出すという現象も推察され　　　　（6）　術前照射例で癌組織の細分化と共に．，癌細胞

る。従望e術前照射は予後1：陀欄改蕎をもたらすという報　　　な上方へと駆遂Lたと思われる様な鞭：事もみられる

告が殆んどであるが，中には漢然と遠隔転移を起させ　　　点，術前照射施行に妾つては細心の涯意が必要と考え

る恐れがあるのではないかとの考’えもある様で，この　　　られるo

点更に検討を要する間題と考えられる。従つて術前照　　　　（7）　以ヒの如く乎術摘出漂オ導の術優分類と剖検所

射に際してほ細心の注意が必要であり，又行なう場合　　　見の比較検討から，術優分類の妥漸性を削検例から4．、

には十分な線1’照射すべきではないかと考える。尚　　　廃付ける嚇がll｝来・更に術後分類を行う事により再発

症3　（A例1群）群の如く、放射線療法のみで充分治　　　の可能憐と共に，その祁位をも推定出来三：、のでないか

癒する司能性を示している例もある。　　　　　　　　　との結論を得た。こオiは子密頸癌の費麦を気1る上に役

　以上15例の手術摘出僚本よりの術優分類及び剖検所　　　立つと共に，治癒成績閃上の為箱益，と考丸ゐ。

見の比較検討結果から，臨H的に既述の如く症例を

A群（治療爽効群）（1，2群）、B群（治療非奏効群）　　　稿を終るに臨み．御懇篤なそ）御指導，御按閲を賜つ

（1，2群）に区分することが娼来た。炭には術後分類　　た恩師岩井教授に衷心より感謝すると｛拠こ・本研究に

奮行つた闇後の・・脳え・・共に或・程蠣讐灘講卿諜辮欝鱗講塁
部位の推定が可能となり，術後照射等の治療上大いに　　　員各1凱軍に御支援，御協力を戴いた本教堅　福rl助

参考になると考えるD即ち頸部原発巣の進展から」二方　　　轍授・才すi補師・塩沢博士・塚本“メt山両医学：止：並び

のH・1…ter・畷購・艦内tJ・欄磯に T1綴灘灘軌，、、㈱総、，に於．て
認める鰍綱で頗にヒ1肋リ：xパ傍ソ渤脈など）　多邑熱、t

再発を注難すべきrであり，又原発菓のfili展がド方，後
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